
建設工事等の競争入札における抽選の方法について 

 

 

 

 

四日市市が発注する建設工事及び工事に係る測量、調査、設計等の委託業務並びに工事

に準じて発注する除草・剪定等の委託業務（以下「工事等」という。）について、郵便入札

を行った場合又は電子入札における電子くじによる手続が困難な場合に落札となるべき同

価格の入札をした者が２人以上あるとき（総合評価方式においては、評価値の最も高い

者が複数あるとき）は、くじ引き（抽選）により落札者（事後審査型の場合は、落札候

補者の順位）を決定します。 

この場合における抽選の方法については、以下のとおりです。 

なお、この抽選の方法は、平成２２年４月から適用しています。 

 

【用語の説明】  

 

 参加者番号 株式会社等の表記以外の社名により５０音順に並べた順位により決定

します。 

（昇順あ→ん、社名がアルファベットの場合もひらがな表記を採用） 

参加者番号は、入札明細書の業者名の左側に記載された番号です。 

 抽選人  予備抽選は、入札に関係ない職員が行います。 

本抽選は、立会人又は入札に関係ない職員が行います。 

 抽選機  回転式の抽選機であり、その中に入れた複数の抽選玉からひとつだけを無

作為に取り出すものです。 

抽選玉  抽選玉には、算用数字を記入しています。 

（６、９等には、判別する目印として下線を引いています。） 

 予備抽選 本抽選のくじ番号を決める抽選です。 

      くじ番号「１」の者から、以降の番号（「２」「３」・・・）順に本抽選を

行います。 

 本抽選  落札者（事後審査型の場合は、落札候補者の順位）を決める抽選です。 

 

 

 

 

 



 

【抽選の方法】 

 

 抽選の方法は、抽選機により、以下のとおり予備抽選、本抽選を行い、落札者（事

後審査型の場合は、落札候補者の順位）を決定します。 

 

（１）予備抽選 

   最初に、予備抽選を行います。予備抽選は、本抽選のくじ番号を決める抽選です。 

 

＜予備抽選の流れ＞ 

 ①入札担当者は、抽選記録用紙を準備します。 

②入札担当者は、抽選対象の参加者番号と同じ数字の玉を抽選機に入れます。 

 ③入札担当者は、「本抽選のくじ番号を決める予備抽選を行う旨」立会人に告げます。 

④抽選人は、抽選機により業者のくじ番号を決めます。 

  くじ番号は、引いた抽選玉の数字と同じ参加者番号の業者をくじ番号「１」とし、

下記例のとおり、くじ番号「２」以降を決定します。 

 なお、予備抽選は、当該入札に関係ない職員が行います。 

 

  （例）価格競争入札で入札参加者６者のうち入札金額同額が４者だった場合 

・参加者番号「１」「３」「４」「５」が同額なので、「１」「３」「４」「５」の抽

選玉を入れます。 

・予備抽選の結果「４」の抽選玉が出た場合は、参加者番号４の「え・・・組

㈲」がくじ番号「１」となり、くじ番号「２」は参加者番号の次順５「㈲お・・

興業」となり、くじ番号「３」は参加者番号１に戻り「あ・・・建設㈱」、く

じ番号「４」は同価格入札者参加者番号次順３「う・・・工業」となります。 

 

（例）予備抽選の結果 

参加者

番 号 
業 者 名 同価格抽選

予備抽選で抽選

した数字 
くじ番号 

１ あ・・建設㈱ ○  ３ 

２ ㈱い・・建設 × － ＊＊＊＊＊ 

３ う・・・工業 ○  ４ 

４ え・・・組㈲ ○ ４ １ 

５ ㈲お・・興業 ○  ２ 

６ か・・建設㈱ × － ＊＊＊＊＊ 

 



 

（２）本抽選 

   次に本抽選を行います。本抽選は、落札者（事後審査型の場合は、落札候補者の

順位）を決める抽選です。 

 

＜本抽選の流れ＞ 

 ①入札担当者は、本抽選参加業者数に５を加えた数の玉を抽選機に入れます。 

 ②入札担当者は、「落札者（事後審査型の場合は、落札候補者の順位）を抽選する旨」

立会人に告げます。 

 ③くじ番号「１」の抽選人から、順次、抽選機により抽選を行います。 

  入札担当者は、抽選された数字を読み上げ、抽選記録用紙に記録していきます。 

  なお、本抽選は、立会人として参加していない本抽選参加業者の分は、当該入札事

務に関係のない職員が行い、立会人として参加している場合は、その立会人が行い

ます。ただし、立会人が抽選しない場合は、当該入札事務に関係のない職員が抽選

します。 

④抽選した数字が最も小さい者を落札者とします（事後審査型においては、抽選した

数字の小さい順により順位を決定し、最も数字の小さい者を落札候補者の順位「１」

（第一落札候補者）とし、順次、１を加えた順位とします）。 

 

   （例）※予備抽選の例の続き 

・「１」から「９」の抽選玉を入れます 

      ・くじ番号「１」の「え・・・組㈲」が「６」、くじ番号「２」の「㈲お・・

興業」が「２」、くじ番号「３」の「あ・・建設㈱」が「３」、くじ番号「４」

の「う・・・工業」が「８」となった場合は下表のとおりとなります。 

 

（例）本抽選の結果 

参加者

番 号 
業 者 名 同価格抽選 くじ番号 

本抽選で抽選

した数字 

落札候補者

順 位 

１ あ・・建設㈱ ○ ３ ３ ２ 

２ ㈱い・・建設 × ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ 

３ う・・・工業 ○ ４ ８ ４ 

４ え・・・組㈲ ○ １ ６ ３ 

５ ㈲お・・興業 ○ ２ ２ １ 

６ か・・建設㈱ × ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊ 

 

 



 

【抽選の記録】 

 

 入札担当者は、抽選記録用紙を作成し、抽選の記録を行うこととします。 

また、立会人は抽選の内容が記載された抽選記録用紙に署名することとします。 

（立会人が複数名いる場合は、発注者があらかじめ選定した立会人１名が署名） 


